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は
じ
め
に

り
か
ん

李
瀚
著
『
蒙
求
』
三
巻
（
上
中
下
）
は
、
唐
の
天
宝
五
年
（
七
四
六
）
以
前
に

成
立
し
た
初
学
者
用
の
故
事
集
で
、
印
象
深
い
人
物
の
伝
記
・
逸
話
を
漢
字
四
文

字
の
「
標
題
」（
全
五
百
九
十
六
句
）
で
表
し
て
い
る
。
標
題
に
は
李
瀚
に
よ
る

じ
ょ
し
こ
う

自
注
が
付
い
て
い
た
が
、
南
宋
の
徐
子
光
が
、
原
話
で
あ
る
正
史
や
小
説
を
ま
と

め
た
注
文
（
本
稿
で
は
「
徐
注
」
と
称
す
。
他
に
「
補
注
」「
新
注
」
と
も
言
う
）

を
付
け
て
か
ら
、
漢
文
・
歴
史
・
教
訓
な
ど
を
学
ぶ
読
み
物
と
し
て
一
般
に
流
行

し
た
。
日
本
で
は
、
徐
注
が
現
代
の
高
等
学
校
国
語
の
漢
文
教
材
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。（注
1
）

徐
注
付
『
蒙
求
』（
本
稿
で
は
「
徐
注
本
」
と
称
す
）
の
日
本
へ
の
渡
来
は
鎌

倉
末
期
か
南
北
朝
と
の
推
定
が
あ
る
が
、
そ
の
頃
の
写
本
は
ま
だ
見
当
た
ら
な

い
。
文
献
で
確
認
で
き
る
初
見
は
室
町
時
代
で
、『
実
隆
公
記
』
永
正
元
年
（
一

五
〇
四
）
閏
三
月
に
菅
原
章
長
が
講
義
し
た
と
し
て
「
蒙
求
講
尺
事
、（
中
略
）

章
長
朝
臣
來
臨
、
以
補
注
講
之
」
と
あ
る
。
そ
の
後
、
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）

識
語
の
あ
る
清
家
文
庫
本
を
は
じ
め
室
町
末
期
ま
で
に
多
く
の
古
写
本
が
あ
る
。

江
戸
時
代
に
は
、活
版
術
が
渡
来
し
た
そ
の
嚆
矢
と
し
て
文
禄
五
年（
一
五
九
六
）

に
刷
ら
れ
て
以
来
、
諸
種
の
テ
キ
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
た
。（注
2
）

教
育
教
材
と
し
て
見
て
み
る
と
、
江
戸
時
代
に
は
、
約
三
割
の
藩
校
が
教
科
書

と
し
て
使
用
し
、
福
沢
諭
吉
『
旧
藩
情
』
や
『
日
本
教
育
史
料
』
の
旧
福
江
藩
育

英
館
・
旧
長
岡
藩
崇
徳
館
・
旧
府
内
藩
遊
焉
館
・
旧
狭
山
藩
簡
修
館
の
資
料
に
拠

れ
ば
、
教
育
課
程
に
お
け
る
位
置
付
け
は
、
素
読
を
終
え
た
中
級
者
用
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。（注
3
）ま
た
、
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
〜
一
八
五
九
）
が
、『
読
余

一



雑
抄
』
二
の
巻
（
安
政
二
年

野
山
獄
中
）
に
「
蒙
求

唐
李
瀚
標
題

徐
子
光

補
註
」
を
挙
げ
、「
間
暇
ノ
時
見
ル
ベ
シ
、
唐
詩
ナ
ド
ノ
典
故
、
是
書
ニ
テ
、
大
半

ヲ
知
リ
得
ベ
シ
」と
記
し
て
お
り
、唐
詩
の
学
習
に
も
役
立
っ
て
い
た
よ
う
だ
。（注
4
）

お
か
は
っ
く

こ
う
し
た
中
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）、
岡
白
駒
（
一
六
九
二
〜
一
七
六
七
）

が
、『
蒙
求
』
徐
注
に
簡
潔
で
要
領
を
得
た
「
箋
注
」
を
施
し
た
本
（
本
稿
で
は

「
岡
箋
注
本
」と
称
す
る
）を
出
版
し
て
好
評
を
博
し
、
そ
の
後
、
版
を
重
ね
た
。

そ
れ
を
順
に
示
す
と
、
①
明
和
四
丁
亥
歳
（
一
七
六
七
）
原
刻
・
②
寛
政
四
壬
子

歳
（
一
七
九
二
）
再
刻
・
③
天
保
三
壬
辰
歳
（
一
八
三
二
）
三
刻
・
④
安
政
五
戊

午
歳
（
一
八
五
八
）
四
刻
と
な
る
。（注
5
）

さ

さ

き
こ
う
よ
う

こ
の
内
、
④
の
安
政
の
四
刻（『
標
疏
箋
注
蒙
求
校
本
』）は
、
佐
々
木
向
陽（
一

八
〇
一
〜
一
八
六
三
）
が
、
詳
し
い
「
標
疏
」
を
加
え
、「
帝
王
世
系
」
や
「
中

国
全
図
」
を
付
し
、『
蒙
求
』
学
習
に
歴
史
的
な
時
間
概
念
と
地
理
的
な
空
間
概

念
を
組
み
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
（
本
稿
で
は
「
標
疏
本
」

と
称
す
）。
標
疏
本
は
、
幕
末
か
ら
明
治
の
激
動
期
に
教
科
書
と
し
て
非
常
に
流

行
し
、
今
日
見
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
版
本
で
あ
る
。
佐
々
木
向

陽
は
長
崎
の
人
で
、
そ
の
学
識
を
知
っ
た
周
防
国
吉
敷
郡
阿
知
須
の
江
口
茂
兵
衞

な
ど
に
依
頼
さ
れ
て
漢
籍
を
教
授
し
た
後
、宇
部
領
主
福
原
氏
の
郷
学「
菁
莪
堂
」

の
学
頭
と
な
っ
た
。（
注
6
）

さ
て
、
標
疏
本
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
論
「
佐
々
木
向
陽
『
標
疏
箋
注
蒙
求

校
本
』
に
関
す
る
一
考
察
」（注
7
）の
中
で
、
次
の
（
1
）
〜
（
3
）
を
初
め
て
指
摘

し
た
。

（
1
）
佐
々
木
向
陽
は
、『
蒙
求
』
巻
上
の
「
例
言
」
で
標
題
「
落
下
歷
數
」（
№

三
五
八
）
に
つ
い
て
、
自
身
に
考
え
が
あ
る
こ
と
を
特
記
し
た
。（注
8
）そ
し

て
、『
蒙
求
』
巻
中
の
標
題
「
落
下
歷
數
」
徐
注
に
多
量
の
標
疏
を
記
し

ぜ

ぜ

（
図
版
1
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
）、
そ
の
中
で
、「
膳
所
の
黒
田
氏
」
が
、「
落
下
歷

數
」
の
原
典
で
あ
る
『
漢
書
』
の
文
を
改
変
し
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
反

論
し
て
い
た
。

（
2
）
岡
箋
注
本
③
の
天
保
の
三
刻
の
『
蒙
求
』
下
巻
末
に
は
、「
膳
所
儒
員

黒
田
善
識
」
の
「
箋
注
蒙
求
跋
」（
図
版
3
）
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
標
題
「
落
下
歷
數
」
徐
注
の
原
典
『
漢
書
』「
律
暦
志
」
は
、「
不
可

解
」
で
「
脱
誤
」
が
あ
る
よ
う
だ
と
し
て
、
改
変
し
た
文
章
が
示
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
、
佐
々
木
向
陽
が
標
疏
で
反
論
し
た
内
容
と
一
致
し
て
い

く
ろ
だ
り
ょ
う
し
ゅ
う

た
。「
膳
所
儒
員

黒
田
善
」
は
、
黒
田
梁
州
（
一
七
九
二
〜
一
八
五

七
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。い

か
い
け
い
し
ょ

（
3
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
、
猪
飼
敬
所
（
一
七
六
一
〜
一
八
四
五
）
撰
・

黒
田
梁
州
写
「
蒙
求
巻
中
落
下
歴
數
律
寸
考
」（
図
版
2
）
と
い
う
筆
記

の
資
料
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、（
2
）
の
「
箋
注
蒙
求
跋
」
中
の
改
変
部

分
と
一
致
す
る
文
章
が
あ
っ
た
。（注
9
）黒
田
梁
州
は
、
猪
飼
敬
所
の
門
下
で

学
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、（
1
）
〜
（
3
）
に
つ
い
て
、『
漢
書
』「
律
暦
志
」（注
10
）に
範
囲
を

広
げ
、
さ
ら
に
猪
飼
敬
所
と
黒
田
梁
州
に
関
し
て
、
新
た
に
発
見
し
た
資
料
を
踏

ま
え
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二



一
、『
漢
書
』「
律
暦
志
」
と
標
題
「
落
下
歷
數
」

―
「
太
初
暦
」
と
「
三
統
暦
」
―

1
、『
漢
書
』「
律
暦
志
」
と
「
太
初
暦
」「
三
統
暦
」

後
漢
の
班
固
（
三
二
〜
九
二
）
撰
『
漢
書
』
は
、
前
漢
一
代
を
記
し
て
お
り
、

そ
の
中
の
「
律
暦
志
」
上
下
（「
律
歴
志
」
と
も
書
く
）
は
、
楽
律
と
暦
法
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
。

中
国
で
は
、
新
し
く
国
を
創
建
し
て
制
度
を
改
め
る
際
に
は
、
暦
法
を
正
し
、

王
朝
の
服
色
を
そ
れ
に
応
じ
て
改
め
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
前
漢
時
代

は
、
当
初
、
秦
の
暦
法
を
受
け
継
い
で
い
た
が
誤
り
が
多
く
、
武
帝
の
元
封
七
年

こ
う
そ
ん
け
い

こ
す
い

（
太
初
元
年
、
前
一
〇
四
）
に
な
る
と
、
大
中
大
夫
の
公
孫
卿
と
壺
遂
・
太
史
令

の
司
馬
遷
ら
が
新
し
い
暦
を
作
る
よ
う
進
言
し
、
武
帝
は
詔
勅
を
下
し
漢
の
暦
を

と
う
へ
い

か

作
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
治
暦
の
鄧
平
・
長
楽
司
馬
の
可
・
酒
泉
候

ぎ
く
ん

そ
ん

と
う
と

官
の
宜
君
・
侍
郎
の
尊
・
民
間
の
暦
学
者
た
ち
が
選
ば
れ
、
方
術
家
の
唐
都
・
巴

ら
っ
か
こ
う

郡
の
落
下
閎
も
参
与
し
て
作
業
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成
さ
れ
た
の

が
「
太
初
暦
」
で
あ
る
。『
漢
書
』「
律
暦
志
」
に
は
、
そ
の
作
成
や
内
容
の
他
、

り
ゅ
う
き
ん

採
用
・
検
証
の
過
程
が
記
さ
れ
、
続
い
て
成
帝
の
代
に
劉
歆
（
？
〜
二
三
頃
）

が
、「
太
初
暦
」
を
増
修
し
た
「
三
統
暦
」
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
古
来
よ
り
採
用
さ
れ
た
の
は
太
陰
太
陽
暦
で
、「
太
初
暦
」
も
そ
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
暦
法
の
始
め
は
す
べ
て
、
月
の
満
ち
欠
け
に
よ
っ
て
日

を
数
え
る
太
陰
暦
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
太
陽
に
よ
っ
て
季
節
が

循
環
す
る
「
太
陽
年
（
一
回
帰
年
）」
よ
り
約
十
一
日
程
短
い
た
め
、
暦
の
日
付

け
が
季
節
と
「
ず
れ
る
」
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
。（注
11
）そ
こ
で
、
月
の

満
ち
欠
け
す
る
周
期
「
朔
望
月
」
で
日
を
数
え
、
太
陽
の
運
行
に
よ
る
周
期
「
太

陽
年
」
で
季
節
を
調
節
し
よ
う
と
し
た
の
が
太
陰
太
陽
暦
で
、「
朔
望
月
」
と
「
太

陽
年
」
の
間
に
生
じ
る
「
ず
れ
」
を
上
手
く
調
節
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
上
手

く
「
閏
月
」
を
挿
入
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
置
閏
の
た
め
の
指

針
が
、「
冬
至
」
を
基
準
と
し
て
「
一
太
陽
年
（
季
節
の
周
期
）」
を
二
十
四
等
分

し
た
「
二
十
四
節
気
」
で
、
紀
元
前
七
世
紀
頃
に
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
国
暦

法
の
伝
統
に
よ
れ
ば
、「
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
」
が
、
暦
元
を
形
容
す
る
常
套

語
と
し
て
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。「
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
」
と
は
、
十
一
月

一
日
の
干
支
が
「
甲
子
」
で
、
こ
の
日
に
「
朔
（
月
齢
計
算
の
起
点
と
な
る
新
月

の
日
）」
と
「
冬
至
（
昼
が
最
も
短
い
が
、
一
陽
来
復
、
再
び
昼
の
日
照
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
く
日
）」
と
の
時
刻
が
一
致
す
る
場
合
、
こ
れ
を
暦
計
算
の
出
発

点
と
し
て
「
暦
元
」
と
呼
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
前
漢
で
は
、
前
一
〇
四
年
の
太
初
改

せ
ん
ぎ
ょ
く
れ
き

暦
以
前
は
秦
の
「
顓
頊
暦
」
を
踏
襲
し
「
十
月
朔
日
」
を
年
首
と
し
て
い
た
が
、

改
暦
へ
の
動
き
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
武
帝
の
元
封
七
年
（
太
初
元
年
）
の
天

象
観
測
で
あ
っ
た
。
当
時
の
実
測
に
よ
れ
ば
、
同
じ
年
の
十
一
月
一
日
甲
子
の
日

の
夜
半
（
子
刻
）
に
、「
朔
」
と
「
冬
至
」
が
同
時
に
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、「
顓

頊
暦
」
で
は
甲
子
の
日
の
夜
半
よ
り
「
11
／
32
日
」（注
12
）を
経
過
し
て
「
冬
至
」
と

な
り
、
同
じ
夜
半
よ
り
「
8
7
1
／
9
4
0
日
」
経
っ
て
「
朔
」
が
起
こ
る
と
計

算
し
て
お
り
、天
象
と
の
不
一
致
が
顕
著
で
あ
り
、こ
れ
は
治
暦
家
に
と
っ
て
由
々

し
き
事
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、『
史
記
』「
暦
書
」
が
引
く
改
暦
の
詔
に
は
、
実

際
に
「
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
元
封
七
年
を
改
め
て
太
初
元

年
と
す
る
よ
う
に
と
あ
る
。（注
13
）

「
太
初
暦
」
は
、「
一
朔
望
月
」
を
「
二
十
九
日
と
八
十
一
分
の
四
十
三
日
」（
29

三



日
＋
43
／
81
日
）
と
し
た
の
で
「
八
十
一
分
法
」
と
も
呼
ば
れ
、「
十
九
年
七
閏

法
」
に
よ
っ
て
月
の
満
ち
欠
け
の
周
期
と
季
節
の
移
り
変
わ
る
周
期
を
調
整
す
る

方
法
を
採
用
し
た
。「
八
十
一
」と
い
う
数
字
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

『
漢
書
』「
律
暦
志
」
は
音
律
に
結
び
つ
け
た
説
明
を
展
開
し
て
い
る
。「
十
九
年

七
閏
法
」
と
は
、
十
九
年
に
七
回
の
閏
月
を
挿
入
す
る
こ
と
で
、
中
国
で
は
「
章

法
（
一
章
は
十
九
年
）」
と
呼
ん
だ
。（注
14
）

こ
こ
で
、「
太
初
暦
」の
定
数
に
つ
い
て
数
式
を
交
え
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
太
初
暦
」
の
「
一
朔
望
月
」（
29
日
＋
43
／
81
日
）
で
考
え
る
と
、
一
年
の
長

さ
は
1
の
数
式
よ
り
、「
三
百
六
十
五
日
と
千
五
百
三
十
九
分
の
三
百
八
十
五
日
」

と
な
る
。
そ
し
て
、「
一
章
十
九
年
」（
2
3
5
ヶ
月
）
が
経
つ
と
、
月
相
と
季
節

が
十
九
年
前
の
状
態
に
復
帰
す
る
が
、
2
の
数
式
の
よ
う
に
日
の
端
数
（
61
／
81

日
）が
あ
り
、
時
刻
ま
で
は
復
帰
し
な
い
。
日
の
端
数
、
つ
ま
り
時
刻
の「
ず
れ
」

が
な
く
な
る
た
め
に
は
、
3
の
よ
う
に
「
八
十
一
章
」（
81
×
19
年＝

1
5
3
9

年
）
を
経
過
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
時
に
月
相
と
季
節
が
、
同
日
同
時
刻
に
復

帰
す
る
。
但
し
、
五
十
六
万
二
千
百
二
十
日
は
六
十
で
割
り
切
れ
ず
、
日
を
示
す

干
支
は
四
十
異
動
し
た
ま
ま
で
あ
る
（
＋
40
日
）。
日
を
示
す
干
支
ま
で
が
最
初

と
同
一
に
戻
る
た
め
に
は
、
4
の
よ
う
に
四
千
六
百
十
七
年
、
す
な
わ
ち
千
五
百

三
十
九
年
の
三
倍
を
経
過
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
六
十
の
整
倍
数
と

な
っ
て
、
暦
元
の
時
と
同
じ
く
「
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
」
と
な
る
。（注
15
）

1
29
日
＋
43
／
81
日
×
2
3
5
ヶ
月
（
12
ヶ
月
×
19
年
＋
閏
月
7
ヶ
月
）÷

19
年

＝

3
6
5
日
＋
3
8
5
／
1
5
3
9
日

2
29
日
＋
43
／
81
日
×
2
3
5
ヶ
月＝

3
6
5
日
＋
3
8
5
／
1
5
3
9
日
×
19

年＝

6
9
3
9
日
＋
61
／
81
日

3
3
6
5
日
＋
3
8
5
／
1
5
3
9
日
×
1
5
3
9
年＝

5
6
2
1
2
0
日

（
9
3
6
8
日
×
60
干
支
＋
40
日
）

4
3
6
5
日
＋
3
8
5
／
1
5
3
9
日
×
4
6
1
7
年＝

1
6
8
6
3
6
0
日

（
2
8
1
0
6
日
×
60
干
支
）

2
、『
漢
書
』「
律
暦
志
」
上
に
於
け
る
『
蒙
求
』
標
題
「
落
下
歷
數
」
の
原
話

「
太
初
暦
」
制
定
の
詳
細
が
、『
蒙
求
』
標
題
「
落
下
歷
數
」
の
原
話
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
落
下
閎
は
前
述
し
た
暦
法
を
、「
律
」
に
よ
っ
て
組
み
立
て
た
。
つ

ま
り
、「
太
初
暦
（
八
十
一
分
法
）」
の
定
数
を
、「
黄
鐘
律
管
」
の
容
積
（
八
十

一
寸
）
と
長
さ
（
九
寸
）
と
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
る
。「
黄
鐘
律
」
と
は
、
中

国
音
楽
の
十
二
律
の
一
番
目
の
音
で
、
楽
律
の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
も
と

も
と
、
律
と
暦
法
に
出
て
来
た
数
字
に
は
必
然
的
な
結
合
は
な
く
、
す
べ
て
を
統

一
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
学
問
的
傾
向
に
拠
る
副
次
的
な
解
釈
と
言
え
る
。
楽

律
で
重
要
視
さ
れ
る
「
黄
鐘
律
管
」
を
使
う
こ
と
で
、
武
帝
が
示
す
暦
の
定
数
を

潤
色
し
、そ
の
権
威
を
確
立
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。（注
16
）以
下
に『
蒙
求
』

標
題
「
落
下
歷
數
」
の
原
話
部
分
と
通
釈（
注
17
）を
記
す
。
な
お
、
後
述
の
説
明
の

便
宜
上
、
原
文
に
は
、
傍
線
・
番
号
（
①
〜
⑦
）
を
付
す
。

〈
原
文
〉

方
士
唐
都
・
巴
郡
落
下
閎
與
焉
。
都
分
天
部
、
而
閎
運
算
轉
曆
。
其
法
以
律

起
曆
、
曰
、「

①律
容
一
龠
、

②積
八
十
一
寸
、

③則
一
日
之
分
也
。

④與
長
相
終
。

⑤律

長
九
寸
、

⑥百
七
十
一
分
而
終
復
。
三

⑦復
而
得
甲
子
。
夫
律
陰
陽
九
六
、
爻
象

所
從
出
也
。
故
黃
鐘
紀
元
氣
之
謂
律
。
律
、
法
也
、
莫
不
取
法
焉
。」（注
18
）

〈
通
釈
〉

四



唐
都
は
二
十
八
宿
の
度
数
を
観
測
し
、
落
下
閎
は
暦
の
計
算
を
し
た
。
そ
の

方
法
は
、
音
律
に
よ
り
暦
を
組
み
立
て
る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
通
り
で
あ

や
く

る
。「
黄
鐘
の
管
は
一
龠（
注
19
）の
容
量
が
あ
り
、
そ
の
容
積
が
八
十
一
寸
（
八

一
〇
立
方
分
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
一
日
の
長
さ
の
分
母
（
日
法
は
八
十

一
）
に
あ
た
る
。
こ
の
、
日
の
分
母
は
音
律
の
管
の
長
さ
と
完
全
に
相
い
応

じ
た
数
で
あ
る
。
こ
の
律
管
の
長
さ
は
九
寸
で
あ
り
、
こ
の
九
に
百
七
十
一

を
掛
け
る
と
（
一
五
三
九
年＝

五
六
二
一
二
〇
日
と
な
り
）、
日
の
端
数
が

な
く
な
っ
て
一
周
期
が
終
わ
り
、
季
節
・
月
相
は
同
日
同
時
刻
に
復
帰
す

る
。
こ
う
し
た
復
帰
を
三
た
び
繰
り
か
え
す
と
（
日
数
が
六
〇
の
整
倍
数
と

な
り
）、
甲
子
、
す
な
わ
ち
日
の
干
支
も
始
め
と
同
一
に
も
ど
っ
て
く
る
。

こ
う

い
っ
た
い
、律
と
は
、陰
陽
と
そ
の
展
開
と
し
て
の
九
・
六
の
爻
と
象
と
が
、

そ
こ
か
ら
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
黄
鐘
が
万
物
の
始
元
の
気
を

統
制
す
る
こ
と
を
、
律
と
い
う
の
で
あ
る
。
律
は
、
規
準
と
い
う
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
す
べ
て
は
こ
れ
に
の
っ
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
で

あ
る
。

こ
の「

①律
容
一
龠
、

②積
八
十
一
寸
、

③則
一
日
之
分
也
。

④與
長
相
終
。

⑤律
長
九
寸
、

⑥百
七
十
一
分
而
終
復
。
三

⑦復
而
得
甲
子
。」
に
つ
い
て
、
能
田
忠
亮
・
藪
内
清
は

『
漢
書
律
暦
志
の
研
究
』
の
中
で
、
清
の
李
鋭
『
三
統
術
注
』
の
「
九
乘
百
七
十

一
。
得
一
千
五
百
三
十
九
。
而
終
復
爲
一
統
。
三
之
。
得
四
千
六
百
一
十
七
。
而

復
於
甲
子
爲
元
。」
を
挙
げ
、「
統
・
元
な
る
用
語
を
以
て
説
明
し
て
ゐ
る
が
、
そ

の
要
は
、
一
統
一
五
三
九
年
及
び
そ
の
三
倍
に
あ
た
る
一
元
四
六
一
七
年
が
、
重

要
な
る
周
期
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。」と
述
べ
、

さ
ら
に
、「
章
・
統
・
元
と
い
ふ
用
語
は
、
太
初
曆
を
整
理
し
た
劉
歆
の
三
統
曆

に
使
用
せ
ら
れ
た
所
で
あ
り
、
か
か
る
稱
呼
が
果
し
て
太
初
曆
制
定
當
時
に
行
は

れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
實
質
的
に
推
算
の
上
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と
は
疑

ひ
な
い
。」
と
も
指
摘
し
て
い
る
。（注
20
）「
章
・
統
・
元
」
に
関
し
て
、
以
下
に
『
漢

書
』「
律
暦
志
」
下
の
関
連
箇
所
の
原
文
と
通
釈（
注
21
）を
記
す
。
こ
こ
は
、
佐
々
木

向
陽
の
解
釈
の
根
拠
と
な
る
部
分
で
も
あ
る
。（
詳
細
は
、
本
稿
「
五
」
参
照
）

〈
原
文
〉統

母

日
法
八
十
一
。
元
始
黃
鐘
初
九
自
乘
、
一
龠
之
數
、
得
日
法
。
閏
法
十
九
、

因
爲
章
歲
。
合
天
地
終
數
、
得
閏
法
。
統
法
千
五
百
三
十
九
。
以
閏
法
乘
日

法
、
得
統
法
。
元
法
四
千
六
百
一
十
七
。
參
統
法
、
得
元
法
。

〈
通
釈
〉

統
母
（
三
統
暦
の
基
本
定
数
）

日
法
は
八
十
一
で
あ
る
。
黄
鐘
の
初
九
を
自
乗
し
た
一
龠
の
容
量
の
数
値
八

十
一
に
よ
り
日
法
が
得
ら
れ
る
。
閏
法
は
十
九
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を

一
章
の
歳
数
で
あ
る
章
歳
と
す
る
。
天
数
の
終
わ
り
で
あ
る
九
と
、
地
数
の

終
わ
り
で
あ
る
十
を
合
わ
せ
る
と
、
閏
法
が
得
ら
れ
る
。
統
法
は
一
千
五
百

三
十
九
で
あ
る
。
閏
法
を
日
法
に
乗
ず
る
と
、
統
法
が
得
ら
れ
る
。
元
法
は

四
千
六
百
十
七
で
あ
る
。
統
法
を
三
倍
す
る
と
、
元
法
が
得
ら
れ
る
。

3
、
標
題
「
落
下
歷
數
」
の
徐
注

―
岡
白
駒
の
箋
注
の
一
部
紹
介
を
含
む
―

こ
こ
で
は
、『
蒙
求
』
の
標
題
「
落
下
歷
數
」
徐
注
と
、
本
稿
に
関
連
す
る
岡

白
駒
の
箋
注
を
確
認
す
る
。

前
漢
方
士
唐
都
分
天
部
、
巴
郡
落
下
閎
與
焉
。
都
分
天
部
而
閎
運
筭
轉
歷
。

五



其
法
以
律
起
歷
。
曰
、「

①律
容
一
龠
、

②積
八
十
一
寸
、

③則
一
日
之
分
也
。

④與

長
相
終
。

⑤律
長
九
寸
、

⑥百
七
十
一
分
而
終
復
。
三

⑦復
而
得
甲
子
。
夫
律
陰
陽

九
六
。
爻
象
所
從
出
也
。
故
黄
鐘
紀
元
氣
。
之
謂
律
。
律
法
也
。
莫
不
取
法

焉
。」
贊
曰
、「
歷
數
則
唐
都
落
下
閎
。」

こ
の
内
、
③
「
則
一
日
之
分
也
」
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
岡
白
駒
の
箋
注
が
付

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
魏
の
孟
康
の
注
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

〈
箋
注
原
文
〉

黄
鐘ノ

律
、
長
九
寸
、
圍
九
分
、
以
レ

圍
乗
レ

長
得
二

八
十
一
寸
一

也

〈
箋
注
の
通
釈
〉

黄
鐘
律
管
の
長
さ
は
九
寸
、
周
囲
は
九
分
、
周
囲
に
長
さ
を
掛
け
る
と
八
十

一
寸
を
得
る
。

こ
の
箋
注
（
孟
康
注
）
に
つ
い
て
、
猪
飼
敬
所
撰
・
黒
田
梁
州
写
「
蒙
求
巻
中

落
下
歴
數
律
寸
考
」（
図
版
2
）
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
標
疏
本
（
図
版
1
Ａ
）

は
反
論
し
て
い
る
。

二
、
猪
飼
敬
所
撰
・
黒
田
梁
州
写
「
蒙
求
巻
中
落
下
歴
數
律
寸

考
」（
図
版
2
）
に
つ
い
て

1
、
猪
飼
敬
所
と
黒
田
梁
州
の
出
会
い

て
し
ま
と
あ
ん

猪
飼
敬
所
は
、
名
を
彦
博
、
号
を
敬
所
と
言
っ
た
。
京
都
の
人
で
、
手
島
堵
庵

い
わ
が
き
り
ゆ
う
け
い

に
就
い
て
心
学
を
学
ん
だ
後
、
儒
者
を
志
し
て
巌
垣
竜
渓
に
師
事
し
、
京
都
で

講
説
し
た
。
ま
た
、
天
文
律
暦
に
も
通
じ
て
お
り
、
講
義
を
請
う
も
の
も
多
か
っ

た
。
晩
年
、
津
藩
の
有
造
館
で
講
義
し
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
は
家
を
津

に
移
し
た
。（注
22
）

黒
田
梁
州
は
、
江
戸
時
代
の
近
江
の
人
で
、
名
を
善
、
字
を
元
民
、
通
称
を
五

平
次
、
号
を
梁
州
と
言
っ
た
。
膳
所
藩
儒
の
森
鼎
の
弟
で
あ
っ
た
が
、
同
藩
士
の

黒
田
家
を
嗣
い
だ
。
京
都
に
出
て
猪
飼
敬
所
の
門
に
学
び
、『
礼
記
』
に
精
通
し

た
。
膳
所
藩
に
仕
え
て
、
尊
義
館
学
頭
と
な
り
藩
の
学
政
を
統
べ
た
。（注
23
）二
人
の

出
会
い
に
つ
い
て
は
、『
豬
飼
敬
所
先
生
書
柬
集
』
巻
二
「
川
村
氏
」、
巻
七
「
高

橋
氏
」に
次
の
記
載
が
あ
る（
旧
字
体
・
新
字
体
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、合
字（
ヿ
）

は
「
コ
ト
」
と
表
記
し
た
。
傍
線
部
分
は
、
割
注
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
）。（注
24
）

『
豬
飼
敬
所
先
生
書
柬
集
』
巻
二
「
川
村
氏
」

十
八
日
ニ
黑
田
生
五
平
治
來
リ
テ
。
東
遊
如
何
ト
問
フ
。
余
林
生
ノ
約
ニ
違

フ
ヲ
イ
フ
。
黑
田
イ
フ
。
小
子
モ
伊
勢
ニ
未
遊
ハ
ス
。
請
從
遊
セ
ン
ト
。
即

日
黑
田
ヲ
伴
ヒ
。
膳
所
ニ
赴
ク
。（
中
略
）
黑
田
ハ
幼
ヨ
リ
外
ニ
育
テ
。
艱

難
ニ
習
フ
。
故
ニ
壯
健
ニ
シ
テ
。
ヨ
ク
余
ヲ
看
護
ス
。
林
生
ハ
富
豪
ノ
處
士

ニ
テ
。
學
問
ハ
黑
田
ヨ
リ
老
タ
レ
ト
。
余
ヲ
看
護
ス
ル
事
。
黑
田
ニ
及
フ
ヘ

キ
ニ
ア
ラ
ス
。
林
生
來
ラ
サ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
。
黑
田
ヲ
伴
フ
事
。
意
外
ノ
幸
ナ

リ
。
二
十
三
日
ノ
夜
。
足
下
足
代
ノ
コ
ト
ヲ
語
リ
玉
フ
ヨ
リ
。
及
時
ニ
逢
ン

ト
オ
モ
フ
ヨ
リ
。
足
代
ヲ
訪
ヒ
。
及
時
ハ
折
ア
シ
ク
臥
病
ニ
テ
逢
ハ
ネ
ト
。

足
代
及
諸
友
ヲ
得
タ
リ
。
是
モ
意
外
ノ
幸
ナ
リ
。

『
豬
飼
敬
所
先
生
書
柬
集
』
巻
七
「
高
橋
氏
」

西
遊
之
志
有
レ

之
由
申
入
候
處
。
自
二

去
冬
一

約
シ
候
。
淡
路
林
一
臧
此
人
モ

足
下
ノ
義
擧
聞
及
居
候
有
レ

故
不
レ

果
。
余
モ
亦
少
有
レ

妨
。
一
旦
止
ニ
决
候

處
。
三
月
十
八
日
。
膳
所
ノ
黑
田
生
上
京
。
某
未
レ

詣
二

伊
勢
一

。
願
二

從
遊
一

六
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ト
慫
慂
セ
ラ
レ
。
又
幸
ニ
余
カ
好
モ
免
シ
候
。
即
日
申
刻
出
レ

門
。
白
川
橋

ヨ
リ
轎
ニ
乘
リ
。其
夜
黑
田
ニ
一
宿
。翌
日
同
地
齋
藤
某
通
稱
出
雲
。両
人
。

澤
田
生
相
識
。
方
ヘ
參
リ
。
黑
田
乞
レ

暇
。
二
十
一
日
膳
所
發
足
。
老
拙
百

丁
計
ハ
步
行
致
シ
候
ヘ
共
。
足
疾
ニ
テ
𨻶
取
候
故
。
徃
來
皆
轎
。
翌
日
津
ヘ

着
。
彼
藩
ノ
講
官
川
村
貞
臧
方
一
昨
年
遊
京
。
拙
子
ヘ
モ
入
門
。
ニ
テ
一
日

休
足
。
廿
四
日
山
田
ヘ
着
。
前
夜
川
村
若
雨
天
ナ
ラ
ハ
。
山
田
足
代
權
太
夫

ヲ
訪
フ
ヘ
シ
。
此
人
國
學
ニ
通
シ
。
兼
志
二

漢
學
一

。
余
モ
今
春
彼
方
ニ
テ
一

宿
セ
シ
迚
。
黑
田
ヘ
書
狀
ヲ
附
ス
。
徃
年
及
時
居
士
志
毛
井
左
大
夫
。
皆
川

淇
園
ニ
モ
從
學
セ
シ
由
。
田
百
々
ニ
聞
リ
。
ナ
ル
者
京
遊
。
余
ニ
有
レ

意
ト

聞
リ
。
是
モ
足
代
ニ
親
シ
ト
聞
シ
故
。
彼
ニ
一
見
モ
セ
ン
ト
オ
モ
ヒ
。
其
夕

足
代
ヘ
訪
ヒ
シ
ニ
。
足
代
余
カ
虛
名
ヲ
慕
フ
事
久
シ
。
大
ニ
喜
ヒ
。
即
請
。

宮
崎
神
庫
ニ
於
テ
講
經
セ
ン
事
ヲ
。
足
代
名
弘
訓
。
號
寛
居
。
本
居
之
徒
ト

イ
ヘ
ト
モ
。
無
二

偏
見
一

。
博
覧
强
記
。

猪
飼
敬
所
は
書
生
で
あ
る
淡
路
の
林
一
臧
（
巻
二
に
は
「
林
世
寧
」
と
あ
る
）

と
伊
勢
参
宮
に
行
く
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
林
が
同
行
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
諦
め
か
け
て
い
た
時
、
黒
田
五
平
治
（
梁
州
）
か
ら
し
き
り
に
勧
め
ら

れ
て
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
黒
田
は
、
足
を
患
っ
て
い
た
猪
飼
を
よ
く
看
護

し
た
。
津
に
到
着
後
、
猪
飼
は
足
代
権
太
夫
（
弘
訓
）
を
尋
ね
、
宮
崎
神
庫
で
の

講
義
を
頼
ま
れ
た
。『
豬
飼
敬
所
先
生
書
柬
集
』
巻
一
に
は
、「
伊
勢
ノ
足
代
權
大

夫
。
文
政
己
丑
ノ
春
。
老
拙
始
テ
訪
二

彼
人
一

。
三
日
留
ル
。」
と
も
あ
る
。（注
25
）ま

た
、
三
村
清
三
郎
「
豬
飼
敬
所
先
生
」
に
は
、「
十
二
年
己
丑
先
生
六
十
九
歳
の

春
三
月
再
度
の
伊
勢
參
宮
を
さ
れ
、
足
代
弘
訓
の
請
に
よ
り
、
豐
宮
崎
文
庫
で
論

語
一
貫
章
の
講
義
を
さ
れ
た
、
こ
れ
が
名
講
義
で
あ
っ
た
。
此
時
先
生
は
僕
を
も

つ
れ
ず
、
門
人
近
江
膳
所
の
藩
士
黒
田
五
平
治
が
、
著
替
入
の
風
呂
敷
包
を
肩
に

掛
け
同
行
し
た
」
と
あ
る
。（注
26
）こ
れ
ら
に
拠
れ
ば
、
猪
飼
と
黒
田
の
伊
勢
行
は
、

文
政
十
二
年
（
文
政
己
丑
、
一
八
二
九
）
で
あ
る
。
猪
飼
は
、
そ
の
後
、
津
藩
有

造
館
で
講
義
を
し
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
藤
堂
侯
高
允
よ
り
俸
十
口
を

賜
り
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
は
津
に
移
り
住
ん
だ
。
文
政
十
二
年
の
旅
か

ら
、
猪
飼
敬
所
と
伊
勢
と
の
結
び
つ
き
は
強
く
な
っ
た
。
そ
の
旅
に
導
い
た
の
が

黒
田
で
あ
っ
た
。（注
27
）

2
、
猪
飼
敬
所
撰
・
黒
田
梁
州
写
「
蒙
求
巻
中
落
下
歴
數
律
寸
考
」（
図
版
2
）

こ
こ
で
は
、「
蒙
求
巻
中
落
下
歴
數
律
寸
考
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
原

文
（
新
字
体
・
旧
字
体
・「
暦
」「
歴
」
字
の
使
用
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
）
と

通
釈
を
記
す
が
、
説
明
の
便
宜
上
、
原
文
に
、
点
線
、
二
重
傍
線
、
傍
線
、
記
号

（
ａ
〜
ｄ
）、
番
号
（
①
〜
⑤
、
⑦
）
を
付
す
。「
黄
鐘
（
其
實
）
一
龠
〜
日
法
」

は
『
漢
書
』「
律
暦
志
」
上
に
、「
九
章
〜
元
終
」
は
「
律
暦
志
」
下
に
あ
る
文
章

で
あ
る
。

〈
原
文
〉

博
按
、
律
歴
志
又
曰
、
黄
鐘
一
龠
、
以
其
長
自
乗
、
故
八
十
一
為
日
法
、

ａ九

章
歳
為

ｂ百
七
十
一
歳
、

ｃ而
九
道

ｄ小
終
、
九
終
千
五
百
三
十
九
歳
而
大
終
、
三

終
而
與
元
終
、
以
是
推
之
、
此
節
盖
有
脱
誤
、
宜
言

①律
容
一
龠
、④與
長
相
終
、

⑤律
長
九
寸
、②積
八
十
一
寸
、③則
一
日
之
分
也
、ａ九
章

ｂ百
七
十
一
歳
、ｃ而

ｄ小
終
、

九
終
千
五
百
三
十
九
歳
而
大
終
、
三
終
而

⑦復
得
甲
子
、
為
二

歴
元
一

。

〈
通
釈
〉

彦
博
（
猪
飼
敬
所
の
名
）
が
考
え
る
に
、「
律
暦
志
」
は
、
ま
た
、「
黄
鐘
の

七



容
積
は
一
龠
の
量
を
容
れ
る
。
そ
の
律
管
の
長
さ
を
自
乗
す
る
と
八
十
一
に

な
る
か
ら
、
八
十
一
を
日
法
と
す
る
」、「
九
章
の
年
数
は
百
七
十
一
歳
で
あ

り
、
九
道
は
短
い
周
期
を
終
え
る
（
小
終
）。
九
た
び
「
小
終
」
を
繰
り
返

す
と
、
千
五
百
三
十
九
歳
と
な
り
、
大
周
期
が
完
了
す
る
（
大
終
）。
こ
の

「
大
終
」
を
三
た
び
繰
り
返
す
と
、
一
元
の
周
期
（
四
千
六
百
十
七
年
）
が

終
わ
る
」
と
言
う
。
こ
れ
ら
か
ら
推
し
量
る
と
、
こ
の
部
分
に
は
脱
誤
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、「
律
の
容
は
一
龠
、
そ
の
長
さ（
九
寸
）を
自
乗（
終
）

す
る
と
、（注
28
）律
の
長
さ
は
九
寸
で
、
積
は
八
十
一
寸
に
な
る
。
こ
れ
は
、
一

日
の
長
さ
の
分
母
に
当
た
る
。
九
章
の
年
数
は
百
七
十
一
年
で
、
九
道
は
短

い
周
期
を
終
え
る
。
九
た
び
「
小
終
」
を
繰
り
返
す
と
一
千
五
百
三
十
九
年

で
、
大
周
期
が
完
了
す
る
。
三
た
び
「
大
終
」
を
繰
り
返
す
と
、
一
元
の
周

期
と
な
り
、
甲
子
を
得
て
暦
の
元
に
戻
る
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

改
変
内
容
を
整
理
す
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
文
が
①
↓
②
↓
③
↓
④
↓
⑤
↓

⑥
↓
⑦
と
な
っ
て
い
た
の
を
、
①
↓
④
↓
⑤
↓
②
↓
③
↓
ａ
ｂ
ｃ
ｄ
↓
⑦
↓
「
為

歴
元
」
と
し
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
あ
っ
た
⑥
「
百
七
十
一
分
而
終
復
」
は
削

除
さ
れ
、
ａ
「
九
章
」
と
ｂ
「
百
七
十
一
歳
」
が
挿
入
さ
れ
て
、「
百
七
十
一
」

の
由
来
が
「
九
章
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
文
脈
と
な
っ
て
い
る
。
オ
リ
ジ

ナ
ル
に
は
、「
百
七
十
一
」
の
由
来
が
無
く
、『
漢
書
』
全
体
で
も
そ
の
由
来
の
説

明
は
ａ
ｂ
部
分
だ
け
で
あ
る
。（注
29
）

三
、
猪
飼
敬
所
へ
の
「
一
儒
」
か
ら
の
質
問

―
『
蒙
求
』「
落
下
歷
數
」
に
つ
い
て
―

猪
飼
敬
所
は
『
蒙
求
』
を
教
授
し
た
が
、（注
30
）な
ぜ
多
く
の
標
題
の
中
で
「
落
下

歷
數
」
に
対
し
て
、
特
に
関
心
を
抱
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
思
わ
れ

る
記
述
を
、『
豬
飼
敬
所
先
生
書
柬
集
』
巻
三
「
谷
氏
」
に
発
見
し
た
。
該
当
箇

所
を
以
下
に
示
す
。（
新
字
体
・
旧
字
体
・「
暦
」「
歴
」
字
の
使
用
は
、
原
文
の

ま
ま
と
し
た
。
傍
線
部
分
は
、
割
注
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。）（注
31
）

李
瀚
蒙
求
鵬
齋
校
訂
ノ
事
。老
拙
ハ
蒙
求
ハ
小
說
ナ
レ
ハ
。弱
年
一
覧
ノ
後
。

再
讀
セ
ス
。
其
原
本
ヲ
見
ル
ヲ
喜
ヒ
ラ
ル
丶
。
好
古
ノ
癖
。
淸
儒
ト
同
シ
。

以
下
略
之
徃
年
一
儒
ヨ
リ
蒙
求
ノ
落
下
曆
術
ノ
注
。
算
用
不
レ

合
如
何
。
問

來
候
。
余
撿
レ

之
。
漢
志
ノ
文
是
ニ
同
シ
。
律
歷
志
ノ
全
文
ヲ
考
ヘ
。
其
脫

文
ア
ル
ヲ
曉
リ
。
申
遣
シ
候
。
彦
纉
云
。
落
下
曆
術
考
。
先
子
別
有
二

筆
錄
一

。

董
過
三
益
ノ
注
ニ
。
朱
墨
別
異
ヲ
疑
フ
人
ア
リ
。
是
モ
三
國
志
ノ
本
文
脫
文

ア
リ
ト
考
ヘ
候
。
此
二
事
ハ
。
蒙
求
注
ノ
失
ニ
ア
ラ
ス
。
本
書
ノ
失
ナ
リ
。

世
說
蒙
求
ノ
類
。
一
切
束
レ

閣
候
。
岡
崎
カ
校
訂
ノ
十
七
史
蒙
求
先
年
出
テ
。

塾
生
是
ヲ
購
ヒ
。
余
ニ
更
後
被
爐
ニ
臥
ナ
カ
ラ
是
ヲ
看
ル
ニ
。
疑
フ
ヘ
キ
所

多
シ
。
皆
附
簽
シ
テ
本
書
ヲ
攷
ヘ
。
是
ヲ
正
ス
。
標
ニ
書
ス
ル
所
。
秦
王
後

爲
大
宗
ト
云
樣
ナ
ル
拙
キ
事
ア
リ
。
靑
書
生
ニ
テ
モ
。
如
レ

此
ノ
謬
リ
ハ
ア

ル
マ
シ
ト
ア
キ
レ
。朱
ニ
テ
是
ヲ
モ
削
正
ス
。翌
朝
書
林
來
テ
。門
人
ニ
云
。

岡
崎
此
節
再
校
ア
リ
ト
。
余
思
フ
如
レ

此
ノ
手
並
ニ
テ
ハ
。
再
校
モ
覺
束
ナ

シ
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
亀
田
鵬
斎
（
一
七
五
二
〜
一
八
二
六
）
が
、
伊
豆
北
条
の

八



僧
月
潭
書
写
を
底
本
と
し
て
、
諸
書
を
参
照
し
て
校
勘
し
、
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
に
刊
行
し
た
『
蒙
求
』（
本
稿
で
は
「
亀
田
本
」
と
称
す
）
に
言
及
し
て

い
る
。（注
32
）ま
た
、
猪
飼
敬
所
は
、
若
い
頃
に
『
蒙
求
』
を
読
ん
だ
が
再
読
せ
ず
、

原
典
を
読
ん
で
い
た
所
、
昔
、
一
儒
者
か
ら
『
蒙
求
』「
落
下
歷
數
」
の
暦
術
に

つ
い
て
計
算
が
合
わ
な
い
こ
と
を
ど
う
考
え
る
か
と
の
質
問
が
来
た
。
そ
こ
で
、

『
漢
書
』「
律
暦
志
」
を
調
べ
て
み
る
と
徐
注
の
文
章
と
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
、

猪
飼
敬
所
は
「
律
暦
志
」
の
全
文
を
考
え
、
原
文
に
「
脱
誤
」
が
あ
る
と
判
断
し
、

質
問
者
に
伝
え
た
。
割
注
に
は
、
猪
飼
敬
所
の
息
子
彦
纉
が
落
下
暦
術
考
に
つ
い

て
、
父
親
に
は
別
に
筆
録
が
有
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
書
簡
の
中
で
猪

飼
敬
所
は
、『
蒙
求
』
標
題
「
董

三
餘
」（
№
五
四
九
）
の
徐
注
「
朱
墨
別
異
」

の
原
文
『
三
国
志
』「
魏
志
」
に
も
「
脱
文
」
が
あ
り
、
二
つ
（「
落
下
歷
數
」、「
董

三
餘
」）
は
、
徐
注
で
は
な
く
、
原
文
に
誤
り
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。（注
33
）

お
か
ざ
き
げ
ん
き

続
い
て
、
猪
飼
敬
所
は
、
岡
崎
元
軌
が
宋
の
王
令
（
一
〇
三
二
〜
一
〇
五
九
）

著
『
十
七
史
蒙
求
』
に
訓
点
を
施
し
て
刊
行
し
た
も
の
を
塾
生
が
買
っ
て
来
た
の

で
読
ん
で
み
る
と
、
疑
わ
し
い
所
が
多
く
、
そ
れ
を
修
正
し
た
こ
と
、
ま
た
、
書

肆
が
来
て
門
人
に
岡
崎
の
再
校
が
あ
る
と
言
っ
た
が
、
再
校
は
覚
束
な
い
だ
ろ
う

と
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
岡
崎
訓
点
『
十
七
史
蒙
求
』
は
、
文
政
八

年
（
一
八
二
五
）
に
刊
行
さ
れ
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
に
再
刊
さ
れ
て
い

る
。
書
簡
中
の
「
再
校
」
と
「
再
刊
」
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
判
ら
な

い
所
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、
大
ま
か
に
以
下
の
よ
う
な
流
れ
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。（注
34
）

明
和
四
年
（
一
七
六
七
）

岡
箋
注
本
（
初
刻
）
刊

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

岡
箋
注
本
（
再
刻
）
刊

寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

亀
田
本
刊

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

岡
崎
点
『
王
先
生
十
七
史
蒙
求
』
刊

猪
飼
敬
所
は
、
こ
の
後
の
何
れ
か
の
時
点
で
、

往
年
、
一
人
の
儒
者
か
ら
「
落
下
歷
數
」
の
質

問
を
受
け
返
答
し
た
こ
と
を
、
書
簡
に
記
し
て

い
る
。

文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
『
十
七
史
蒙
求
』
再
刊

猪
飼
敬
所
と
黒
田
梁
州
が
伊
勢
に
行
く
。

文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）

膳
所
黒
田
善
が
「
箋
注
蒙
求
跋
」
を
記
す
。（注
35
）

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

「
箋
注
蒙
求
跋
」
を
付
し
た
岡
箋
注
本
（
三
刻
）

刊

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

標
疏
本
（
岡
箋
注
本
四
刻
）
刊
、
佐
々
木
向
陽

が
「
膳
所
黒
田
氏
」
に
反
論
し
て
い
る
。

四
、
天
保
の
三
刻
に
あ
る
「
膳
所
儒
員

黒
田
善
」
の
「
箋
注

蒙
求
跋
」（
図
版
3
）

黒
田
梁
州
に
よ
る
「
箋
注
蒙
求
跋
」
の
冒
頭
に
は
、
書
肆
「
風
月
堂
」
よ
り
校

訂
の
依
頼
を
受
け
た
と
い
う
出
版
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
、
続
い
て
、
標
題
「
落
下

歷
數
」
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
の
原
文
が
「
不
可
解
」
で
、「
脱
誤
」
が
あ
る
と
し

て
改
変
し
て
い
る
。
改
変
部
分
は
、「
蒙
求
巻
中
落
下
歴
數
律
寸
考
」
を
そ
の
ま

ま
引
用
し
て
い
る
。
以
下
に
、
原
文
（
旧
字
体
・
新
字
体
、「
暦
」「
歴
」
字
は
原

文
の
ま
ま
と
し
、
適
宜
、
句
読
点
を
付
け
た
）を
記
す
。
説
明
の
便
宜
上
、
傍
線
、

九
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二
重
傍
線
、
番
号
（
①
〜
⑤
、
⑦
）
を
付
す
。

曩
者
、
岡
千
里
著
此
書
。
其
解
簡
要
、
有
益
初
學
。
梓
既
漫
漶
、
書
肆
風
月

堂
再
刊
之
、
乞
余
校
訂
。
因
按
「
落
下
暦
數
」、『
漢
志
』
之
文
不
可
解
。
盖

有
脱
誤
。
以
篇
内
下
文
推
之
、
宜
言「

①律
容
一
龠
、

④與
長
相
終
、

⑤律
長
九
寸
、

②積
八
十
一
寸
、

③則
一
日
之
分
也
。
九
章
百
七
十
一
歳
、
而
小
終
、
九
終
千
五

百
三
十
九
歳
而
大
終
、
三
終
而

⑦復
得
甲
子
、
為
暦
元
。」
如
此
、
則
義
通
。

姑
録
之
、
以
質
識
者
。

文
政
庚
寅
十
月

膳
所
儒
員

黒
田
善
識

天
保
の
三
刻
に
は
、『
漢
書
』「
律
暦
志
」
の
脱
誤
を
指
摘
す
る
こ
の
跋
文
が
付

さ
れ
て
い
る
が
、
標
題「
落
下
歷
數
」徐
注
自
体
に
は
、
改
変
を
加
え
て
い
な
い
。

ま
た
、岡
白
駒
の
箋
注
に
対
し
て
、黒
田
梁
州
が
新
た
に
追
加
し
た
注
釈
も
無
い
。

き
く
ろ

黒
田
梁
州
は
暦
法
に
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
息
子
黒
田
行
元（
麹
廬
）が『
新

暦
明
解
』
の
中
で
、
父
親
が
天
文
暦
算
の
学
を
好
ん
で
い
た
こ
と
、
太
陽
太
陰
配

合
暦
を
自
分
に
造
ら
せ
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
る
。（注
36
）

五
、
佐
々
木
向
陽
の
解
釈

―
「
膳
所

黒
田
氏
」
へ
の
反
論
―
（
図
版
1
Ａ
Ｂ
Ｃ
）

こ
こ
で
は
、
佐
々
木
向
陽
の
反
論
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
1
、「
黒

田
氏
」
の
名
を
挙
げ
て
そ
の
解
釈
が
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
図
版
1
Ａ

左
）。
次
に
、
2
、
自
説
の
根
拠
と
す
る
『
漢
書
』「
律
暦
志
」
の
記
載
を
列
挙
し

て
い
る
（
図
版
1
Ａ
左
）。
続
い
て
、
3
、
黒
田
が
改
変
し
た
部
分
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
原
文
に
標
疏
を
付
し
、「
余
忘
二

固
陋ヲ
一

因
二

舊
史ノ

文ニ
一

施
二

註
解ヲ
一

如
レ

左
」
と
し
て

ま
と
め
て
提
示
し
て
い
る（
図
版
1
Ｂ
）。
ま
た
、
4
、「
律
容
一
龠
積
八
十
一
寸
、

則
一
日
之
分
也
」
に
対
す
る
独
自
の
解
釈
を
述
べ
た
標
疏
も
記
し
て
い
る
（
図
版

1
Ｃ
）。
本
稿
で
は
、
論
述
と
の
関
係
性
と
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
1
、
2
と
3

の
一
部
の
説
明
を
し
て
い
く（
原
文
は
句
点
の
み
表
記
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
に
拠
っ

た
。
濁
点
が
な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
旧
字
体
・
新
字
体
も
原
文
の
ま
ま

と
し
、
合
字
（

・
メ
）
は
、「
ト
モ
」・「
シ
テ
」
と
表
記
し
た
）。

1
、
標
題
「
落
下
歷
數
」
徐
注
の
標
疏
（
図
版
1
Ａ
左
）

こ
こ
は
、「
黒
田
氏
」
の
解
釈
が
誤
り
だ
と
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
標
疏

の
原
文
に
続
け
て
、
そ
の
通
釈
を
付
す
。

落
下
氏
轉
歷
之
法○

班
史
之
文
簡
奥○

後
世
起
二

大
疑
獄○

ヲ一

近ロ

膳
所
黒
田
氏○

倒
二

置シ

與
レ

長
相
終
二
句○
ヲ一

加
二

小
終
大
終
之
文○
ヲ一

以
成
二

其
義ヲ
一

然ト
モ

原
文
錯
脱
至
レ

於
レ

如
レ

此○

亦
可
レ

疑
焉○

今
就
二

律
歷
志
中○
ニ一

摘
下

可
レ

備
二

參
考ニ
一

者○
ヲ上

列ス
レ

左○
ニ（
落
下
氏

「
転
歴
」の
法
に
つ
い
て
、
班
固『
漢
書
』の
文
は
簡
潔
で
奥
深
く
、
後
世
、

複
雑
で
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
情
況
を
引
き
起
こ
し
た
。
近
頃
は
、
膳
所

の
黒
田
氏
が
「
與
レ

長
相
終
」
の
二
句
を
倒
置
し
て
、「
小
終
大
終
」
の
文
を

加
え
解
説
し
て
い
る
が
、
原
文
が
錯
脱
し
て
お
り
、
疑
問
で
あ
る
。
今
、「
律

暦
志
」
の
中
か
ら
参
考
に
す
べ
き
所
を
摘
出
し
て
左
に
記
す
。）

右
記
の
標
疏「
黒
田
氏○

倒
二

置シ

與
レ

長
相
終
二
句○
ヲ一

」の
指
摘
は
、「
箋
注
蒙
求
跋
」

が
①
↓
④
↓
⑤
↓
②
↓
③
と
改
変
し
た
内
容
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、「
加
二

小

終
大
終
之
文○
ヲ一

以
成
二

其
義ヲ
一

」
も
改
変
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。

一
〇



2
、
標
疏
が
根
拠
と
す
る
『
漢
書
』「
律
暦
志
」
の
記
載
（
図
版
1
Ａ
左
）

こ
こ
で
は
、佐
々
木
向
陽
が「
今
就
二

律
歷
志
中○
ニ一

摘
下

可
レ

備
二

參
考ニ
一

者○
ヲ上

列ス
レ

左○
ニ」

と
し
て
列
記
し
た
『
漢
書
』「
律
暦
志
」
の
原
文
と
、
そ
の
後
に
割
注
で
付
さ
れ

た
標
疏
を
示
す
。
本
稿
本
文
に
初
め
て
出
て
く
る
「
律
暦
志
」
原
文
〔
1
〕
と

〔
2
〕、
及
び
各
標
疏
の
原
文
の
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
続
け
て
通
釈
を
付
し
た
。

○

○

○

〔
1
〕
原
文
：
一
月
之
日
二
十
九
日
八
十
一
分
日
之
四
十
三
（
一
月
の
日
数
の
定

数
は
、
二
十
九
日
八
十
一
分
の
四
十
三
日
を
規
準
に
し
た
。）

○

原
文
：
上略

故
爲
二

黄
鐘
一

其
實
一
龠
以
二

其
長ヲ
一

自
乗○
ス

故
八
十
一
爲
二

日
法○
ト

一

〔
標
疏
箋
註
所
レ

引
、
孟
康
圍
九
分
乗
レ

長ヲ

之
說
、
背キ
二

於
此
文ニ
一

懵シ
二

於
算
位
一

、
妄
哉
、
律
容
二

一
龠ヲ
一

、
則
龠
亦
圓
徑
三
歩
、
長
九

寸
、
故ニ

律
龠
互
言
レ

之
、
以
示
二

律
度
量
衡
本
一ヲ
一

也
、
漢
量
之
形
、

與
二

郭
巨
將
坑ノ

下
、
箋
註
所
レ

載
周
鬴
一

大
抵
相
同シ

、
其
一
斛ハ

則
外

圜
内ニ
シ
テ方
而
長シ

、
斗
以
下
至
レ

龠
、
内
外
皆
圜
而
長
、
故
量
曰
二

長サ

若

干
寸ト
一

（
箋
注
が
引
く
孟
康
の
「
円
の
周
囲
九
分
に
長
さ
を
掛
け

る
」と
い
う
説
は
、
こ
の
文
章
に
背
い
て
お
り
、
算
位
に
無
知
で
、

で
た
ら
め
で
あ
る
。「
律
が
一
龠
を
容
れ
る
」
と
は
、
龠
も
ま
た

円
径
三
歩
、
長
さ
九
寸
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
律
と
龠
が

互
い
に
こ
れ
を
言
う
の
は
、
律
と
度
量
衡
が
本
来
は
一
つ
で
あ
る

ま
す

こ
と
を
示
す
。
漢
代
の
量
の
形
は
、『
蒙
求
』
標
題
「
郭
巨
將
坑
」

の
箋
注
が
記
載
す
る
「
周
鬴
」
と
大
抵
同
じ
で
、
一
斛
は
「
外
圜

内
方
而
長
」、
斗
か
ら
龠
ま
で
は
「
内
外
皆
圜
而
長
」、
故
に
量
は

「
長
若
干
寸
」
と
言
う
。）（注
37
）

○

○

○

○

○

○

〔
2
〕
原
文
：
易ニ

曰
天
一
地
二
天
三
地
四
天
五
地
六
天
七
地
八
天
九
地
十
中略

幷セ
テ

二

天

地ノ

終
數ヲ
一

爲
二

十
九○
ト

一

（『
易
』
に
こ
う
い
う
の
で
あ
る
。「
一
か
ら

十
ま
で
の
天
数
と
地
数
は
、天
一
地
二
、天
三
地
四
、天
五
地
六
、

天
七
地
八
、
天
九
地
十
で
あ
る
。」
中
略
。「
天
数
」
の
終
わ
り
の

「
九
」
と
「
地
数
」
の
終
わ
り
の
「
十
」
を
合
わ
せ
る
と
「
十
九
」

に
な
る
。）（注
38
）〔
標
疏
天ハ

終
レ

於
レ

九ニ

地ハ

終
レ

於
レ

十ニ

黒
田
氏
所
レ

引
、
小
終
大
終
者
、
九
道
運
行
之
名
、
與
レ

此
自
別
、
且
與
レ

長
相

終
之
終
、
爲
二

算
法
乗
字ノ

義ト
一

、
不
レ

穩
、（
天
は
「
九
」
に
終
わ
り

「
地
」
は
「
十
」
に
終
わ
る
。
黒
田
氏
が
引
用
す
る
「
小
終
大
終
」

と
い
の
は
九
道
運
行
の
名
で
あ
り
、
こ
れ
と
は
自
ず
と
別
の
も
の

で
あ
る
。
加
え
て
、
徐
注「
與
長
相
終
」の「
終
」を
算
術
の「
乗
」

の
字
の
意
味
と
す
る
の
は
、
道
理
に
か
な
っ
て
い
な
い
。）〕

○

〔
3
〕
原
文
：
綂
母
日
法
八
十
一
〔
標
疏
孟
康
曰
、
分
二

一
日ヲ
一

爲ス
二

八
十
一
分ト
一

爲
二

三
綂
之
本
母ト
一

也
（
孟
康
は
注
釈
で
「
一
日
を
八
十
一
分
と
す

る
の
は
、
三
統
の
分
母
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。）〕

原
文
：
元
始
黄
鐘
初
九
自
乗
一
龠
之
數
得
二

日
法ヲ
一

。

○

〔
4
〕
原
文
：
閏
法
十
九
因
爲
二

章
歳○
ト

一

〔
標
疏
十
九
歳
爲
二

一
章
一

。（
十
九
年

を
一
章
と
す
る
。）〕

原
文
：
合
二

天
地
終
數ヲ
一

爲
二

閏
法○
ト

一

○

〔
5
〕
原
文
：
綂
法
一
千
五
百
三
十
九
以
二

閏
法ヲ
一

乗
二

日
法○
ニ

一

得
二

綂
法○
ヲ

一

〔
標
疏

八
十
一
章
、
九
章
乗
レ

九
同
數
、（「
八
十
一
章
」
は
、「
九
章
」
に

九
を
掛
け
る
の
と
同
数
で
あ
る
。）〕

○

〔
6
〕
原
文
：
元
法
四
千
六
百
一
十
七
參ニ
シ

二

綂
法ヲ
一

得
二

元
法○
ヲ

一

一
一



3
「
余
忘
二

固
陋ヲ
一

因
二

舊
史ノ

文ニ
一

施
二

註
解ヲ
一

如
レ

左
」（
図
版
1
Ｂ
）

佐
々
木
向
陽
は
、「
余
忘
二

固
陋ヲ
一

因
二

舊
史ノ

文ニ
一

施
二

註
解ヲ
一

如
レ

左
」
に
於
い
て
、

前
述
の
2
の
〔
1
〕
〜
〔
6
〕
を
踏
ま
え
た
標
疏
を
付
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

紙
面
の
都
合
上
、
黒
田
の
跋
文
が
改
変
し
、
佐
々
木
向
陽
が
反
論
を
し
た
部
分
に

相
当
す
る
「

①律
容
一
龠
、

②積
八
十
一
寸
。

③則
一
日
之
分
也
。

④與
長
相
終
。

⑤律
長
九

寸
、

⑥百
七
十
一
分
而
終
復
。
三

⑦復
而
得
甲
子
。」
を
見
て
い
く
。
⑥
は
「
百
七
十

一
」
と
「
分
而
終
復
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
⑥
Ⅰ
、
⑥
Ⅱ
と
表

記
す
る
。
⑦
は
冒
頭
の
「
三
」
を
含
め
る
。
標
疏
に
は
、
適
宜
、
通
釈
と
本
稿

筆
者
に
よ
る
【
考
察
】
を
付
す
。

○

○

原
文
①
②

：
律
容
二

一
龠
一

積
八
十
一
寸
〔
標
疏
九
寸
、
自
乗
（
九
寸
を
自

乗
す
る
。）〕

○

原
文
③

：
則
一
日
之
分
也
〔
標
疏
爲
二

日
法
一

（
日
法
に
な
る
。）〕

原
文
④

：
與
レ

長
相
終○
ス〔
標
疏
謂
下

長
與
二

終
數
一

相
乗ヲ
上

（「
長
さ
」
と
「
終

数
」
を
掛
け
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。）〕

【
考
察
】

「
終
」
を
「
終
数
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

○

原
文
⑤
⑥
Ⅰ
：
律
長
九ナ
レ
ハ寸
百
七
十
一
〔
標
疏
九
寸
乗
二

終
數
十
九
一

、
得
二

九

章
百
七
十
一
年
一

、（「
長
さ
九
寸
」
に
「
終
数
十
九
」
を
掛
け

る
と
、「
九
章
百
七
十
一
年
」
に
な
る
。）〕

○

原
文
⑥
Ⅱ

：
分
ニ
シ
テ

而
終ハ

復
〔
標
疏
謂
下

一
日
之
分
八
十
一
乗
二

終
數
十
九
一

、

得
中

復
法
千
五
百
三
十
九
年
上

、
復
即チ

綂
也
、
蓋
唐
氏
落
下
氏ノ

家

言
（「
一
日
の
分
母
八
十
一
」
に
「
終
数
十
九
」
を
掛
け
る
と
、

「
復
法
」
の
「
千
五
百
三
十
九
年
」
を
得
る
。「
復
」
は
「
統
」

の
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
が
唐
都
氏
、
落
下
閎
氏
の

主
張
で
あ
ろ
う
。）〕

【
考
察
】

「
分
」
を
「
一
日
」
の
分
母
「
八
十
一
」、「
終
」
を
「
終
数
」

と
し
て
い
る
。「
終
数
十
九
」
は
「
閏
法
十
九
」
な
の
で
（
2

〔
2
〕〔
4
〕
参
照
）、「
分
而
終
復
」
は
「
綂
法
一
千
五
百
三

十
九
、
以
閏
法
乗
日
法
得
綂
法
」（
2
〔
5
〕
参
照
）
と
同
じ

意
味
と
な
る
。

原
文
⑦

：
三
復シ
テ

而
得
二

甲
子ヲ
一

。〔
標
疏
復
法
乗
レ

三
、
得
二

元
法
四
千
六

百
十
七
年
、
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至ヲ
一

以
爲
二

歷
元
一

（
復
法
に

三
を
掛
け
る
と
、
元
法
四
千
六
百
十
七
年
を
経
て
、
十
一
月
甲

子
朔
旦
冬
至
と
な
り
、
歴
元
と
な
る
。〕

お
わ
り
に

『
蒙
求
』「
落
下
歷
數
」
徐
注
と
そ
の
原
典
『
漢
書
』「
律
暦
志
」
に
つ
い
て
の

猪
飼
敬
所
・
黒
田
梁
州
、
及
び
佐
々
木
向
陽
の
解
釈
は
、
主
に
「④

與
長
相
終
。⑤

律

長
九
寸
、⑥

百
七
十
一
分
而
終
復
。
三⑦

復
而
得
甲
子
。」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
、
原

文
の
用
語
・
文
脈
・
暦
法
定
数
な
ど
細
部
を
熟
考
し
つ
つ
、
一
方
で
は
、「
律
暦

志
」
全
体
か
ら
手
掛
か
り
や
根
拠
を
探
索
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
述
べ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、『
蒙
求
』
を
講
義
し
、
天
文
律
暦
に
も
通
じ
て
い
た

猪
飼
敬
所
は
、
一
儒
者
か
ら
の
質
問
に
解
答
す
る
際
、『
漢
書
』「
律
暦
志
」
の
原

文
に
は
「
脱
誤
」
が
有
る
と
し
て
改
変
し
、「
百
七
十
一
」
が
「
九
章
」
に
由
来

す
る
こ
と
を
明
示
す
る
解
釈
を
し
て
い
た
。
猪
飼
敬
所
の
伊
勢
行
に
同
行
し
て
師

一
二



弟
関
係
を
深
め
、
天
文
暦
算
の
学
を
好
ん
で
い
た
黒
田
梁
州
は
、
岡
箋
注
本
の
天

保
三
刻
の
跋
文
に
猪
飼
が
改
変
し
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
た
。
佐
々
木
向

陽
は
、
岡
箋
注
本
の
安
政
の
四
刻
に
相
当
す
る
標
疏
本
に
於
い
て
黒
田
氏
に
反
論

し
、
原
文
④
は
「
律
暦
志
」
中
の
『
易
』
の
引
用
を
根
拠
に
「
終
」
を
「
終
数
」

と
解
釈
し
、
⑤
と
⑥
「
百
七
十
一
」
に
つ
い
て
は
、「
終
数
十
九
」
と
「
閏
法
十

九
」
の
結
び
つ
き
を
提
示
し
た
上
で
、「
九
寸
」
に
「
終
数
十
九
」
を
掛
け
て
「
九

章
百
七
十
一
」
を
得
る
と
解
釈
し
た
。
ま
た
、
⑥
「
分
而
終
復
」
は
、「
一
日
之

分
八
十
一
」
に
「
終
数
十
九
」
を
掛
け
る
こ
と
で
「
統
法
千
五
百
三
十
九
」
を
得

る
と
し
た
。（注
39
）

こ
う
し
た
事
例
は
、
当
時
の
漢
学
教
育
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
従
来
、『
蒙
求
』
は
、
標
題
が
初
学
者
用
、
徐
注
が
中

級
者
用
の
教
材
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
が
、「
落
下
歷
數
」の
例
に
見
る
よ
う
に
、

徐
注
を
媒
介
と
し
て
学
習
者
・
教
授
者
間
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
原
典
に
遡
っ

て
複
数
の
専
門
的
な
解
釈
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
複

数
の
解
釈
の
展
開
は
、
岡
箋
注
本
の
三
刻
、
四
刻
の
出
版
や
天
文
暦
学
へ
の
関
心

の
高
ま
り
と
も
関
係
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
幅
広
い
視
点
か

ら
考
察
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
稿
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
点
も
含
め
、
今
後
、
稿

を
改
め
て
述
べ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

注

1

例
え
ば
、
高
等
学
校
『
新
編
国
語
総
合
』「
両
頭
蛇
」（
叔
敖
陰
徳
）（
第
一
学
習

社
、
二
〇
一
七
年
）
二
五
五
頁
、『
精
選
古
典
Ｂ

漢
文
編
』「
震
畏
四
知
」（
明
治

書
院
、
二
〇
一
四
年
）
九
〜
十
頁
、『
探
求
古
典
Ｂ

漢
文
編
』「
孔
明
臥
竜
」（
桐

原
書
店
、
二
〇
一
四
年
）七
六
〜
七
七
頁
、『
古
典
Ｂ

漢
文
編
』「
李
広
成
蹊
」（
筑

摩
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
八
二
〜
八
四
頁
な
ど
。

2

早
川
光
三
郎
『
蒙
求
』
上
（
明
治
書
院
、
一
九
七
七
年
）
六
三
〜
六
五
、
一
〇
二

頁
。『
実
隆
公
記
』
巻
四
上
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
一
年
）
二
六
六
頁
。

3

相
田
満
「
幕
末
・
明
治
期
の
「
蒙
求
」」（『
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
第

18
回
』、
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
組
織
委
員
会
・
国
文
学
研
究
資
料
館
、
一
九
九

五
年
）
一
一
七
〜
一
二
一
頁
。

4
『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）
三
八
八
、
四
三
一
頁
。

5

本
稿
で
は
、①
は
私
蔵
、②
は
九
州
大
学
附
属
図
書
館
支
子
文
庫
蔵
、③
は
私
蔵
、

④
は
筑
紫
女
学
園
大
学
附
属
図
書
館
蔵
を
参
照
。

6

拙
論
「
佐
々
木
向
陽
の
伝
記
に
関
す
る
諸
問
題（
1
）
―
著
述
類
・
三
井
誠
之
進

『
佐
々
木
向
陽
先
生
傳
』
の
紹
介
を
含
む
―
」（『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園

大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
十
号
、
二
〇
一
五
年
）。

7
『
筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
九
号
、
二
〇
一

四
年
。

◯

◯

◯

ス

8
「
落
下
歷
數ノ下
所
レ

引
律
歷
志ノ文
諸
家
無
二

明
解
一

偶
有
二

所－

見
一

附
記
以
質
二

大
方

◯
ニ

君
子
一

」

9
『
文
武
受
命
克
殷
年
歴
考
・
橘
園
文
題
・
漢
初
長
暦
・
律
呂
正
義
質
疑
・
河
図
洛

書
考
・
蒙
求
巻
中
落
下
歴
數
律
寸
考
・
虞
書
弃
称
官
后
書
・
漢
貴
右
非
戦
國
時
俗

辨
』
合
綴
一
冊
所
収
。『
黒
田
麹
廬
関
係
資
料
目
録
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
、
一

九
九
二
年
）
四
、
九
頁
。

10

班
固
撰
、
顔
師
古
注
『
漢
書
』（
中
華
書
局
）
を
底
本
と
し
た
。
検
索
は
、
台
湾

師
大
図
書
館
「
寒
泉
」
古
典
文
献
全
文
検
索
資
料
庫http://skqs.lib.ntnu.edu.tw

/dragon/

、
及
び
「
中
央
研
究
院
漢
籍
電
子
文
獻
」http://hanji.sinica.edu.tw

/
を
活
用
し
た
。
原
文
は
旧
字
体
の
ま
ま
と
し
た
。

11

渡
邊
敏
夫
『
暦
入
門
―
暦
の
す
べ
て
―
』（
雄
山
閣
、
一
九
九
七
年
）
一
九
、
二

六
頁
。

12

本
稿
で
は
分
数
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、「
三
十
二
分
の
十
一
」
は
「
11
／
32
」
の

一
三



よ
う
に
表
記
す
る
。

13

川
原
秀
城
『
中
国
の
科
学
思
想
』（
創
文
社
、
一
九
九
六
年
）
三
六
〜
三
八
、
一

一
四
〜
一
一
六
頁
。

14

い
わ
ゆ
る
メ
ト
ン
周
期
。
ギ
リ
シ
ャ
の
メ
ト
ン
が
紀
元
前
四
三
三
年
に
発
見
し

た
。
注
13
『
中
国
の
科
学
思
想
』
二
九
九
頁
。

15

藪
内
清
責
任
編
集
『
中
国
の
科
学
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
）
四
四
五
頁
、

注
13
『
中
国
の
科
学
思
想
』
三
〇
九
〜
三
一
〇
頁
。

16

能
田
忠
亮
・
藪
内
清
『
漢
書
律
暦
志
の
研
究
』（
全
国
書
房
、
一
九
四
七
年
）
三

一
〜
三
二
頁
。

17

通
釈
は
、
注
15
『
中
国
の
科
学
』
一
八
四
頁
参
照
。

18

こ
の
後
、「
與
鄧
平
所
治
同
。
於
是
皆
觀
新
星
度
・
日
月
行
、
更
以
算
推
、
如
閎
・

平
法
。
法
、
一
月
之
日
二
十
九
日
八
十
一
分
日
之
四
十
三
」
と
続
く
。

19

一
龠
は
、『
漢
書
』「
律
暦
志
」
に
よ
れ
ば
、
量
の
多
少
を
は
か
る
手
段
で
、
龠
・

な
が
さ

合
・
升
・
斗
・
斛
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
黄
鐘
の
律
管
を
基
準
に
と
り
、
度
の
数
値

を
使
い
容
量
を
確
定
し
た
。
一
龠
は
、
標
準
大
の
北
方
産
の
秬
黍
千
二
百
粒
を
黄
鐘

の
管
に
充
た
し
、
井
戸
水
を
使
っ
て
表
面
を
水
平
に
し
た
時
の
容
量
と
す
る
。
注
15

の
『
中
国
の
科
学
』
一
七
六
頁
。

20

注
16
の
二
一
〜
二
二
頁
。
ま
た
、「
律
暦
志
」
の
「
律
容
〜
甲
子
」
に
つ
い
て
、

注
13
『
中
国
の
科
学
思
想
』
一
一
九
頁
に
は
「
そ
の
八
十
一
は
太
初
暦
の
日
法
の
値

に
等
し
く
、
律
長
と
も
相
応
じ
て
い
る
（
92＝

81
）。
律
長
は
九
寸
で
あ
る
が
、
そ

の
百
七
十
一
倍
は
統
法
の
値
に
等
し
く
（
9
×
1
7
1＝

1
5
3
9
）、
一
統
を
経

過
す
れ
ば
、
夜
半
冬
至
合
朔
に
ふ
た
た
び
復
帰
し
」と
あ
る
。
小
竹
武
夫
訳『
漢
書
』

2
（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
七
頁
）
に
は
、「
律
の
長
さ
と
と
も
に
終
る

の
で
あ
る
。
律
の
長
さ
九
寸
、
こ
れ
に
〔
一
章
十
九
年
に
九
を
乗
じ
て
得
た
〕
百
七

か
え

十
一
分
を
乗
じ
〔
て
一
五
三
九
―
統
法
―
を
得
〕、
終
っ
て
ま
た
始
め
に
復
る
。」
と

あ
る
。

21

注
15
『
中
国
の
科
学
』
一
九
五
頁
。

22

早
稲
田
大
学
日
本
地
域
文
化
研
究
所
編
『
伊
勢
の
歴
史
と
文
化
』（
行
人
社
、
二

〇
〇
九
年
）
七
一
〜
七
六
頁
。
関
儀
一
郎
編
『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
（
鳳
出
版

刊
、
一
九
七
一
年
）
一
四
頁
。

23

近
藤
春
雄
『
日
本
漢
文
学
大
事
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
）
二
〇
〇
頁
。

24

注
22
『
日
本
儒
林
叢
書
』
三
巻
の
四
六
〜
四
七
、
一
八
九
〜
一
九
〇
頁
。

25

三
二
頁

26
『
書
菀
』
巻
八
（
一
／
二
）（
三
省
堂
、
一
九
四
四
年
）
二
三
頁
。

27

注
22
『
伊
勢
の
歴
史
と
文
化
』
七
六
頁
。

28

図
版
2
「
蒙
求
巻
中
落
下
歴
數
律
寸
考
」
の
第
五
行
目
の
「
長
」
の
横
に
は
小
さ

な
文
字
で
「
九
寸
」、
第
六
行
目
の
「
終
」
の
横
に
は
「
自
乗
」
と
書
き
添
え
て
あ
る
。

29

注
20
『
漢
書
』
2
の
二
〇
七
頁
で
は
、「
百
七
十
一
」
に
つ
い
て
、「〔
一
章
十
九

年
に
九
を
乗
じ
て
得
た
〕
百
七
十
一
分
」
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。

30
『
猪
飼
敬
所
先
生
書
柬
集
』巻
二
の
五
八
頁
に
、「
古
文
眞
寶
蒙
求
左
傳
ヲ
講
シ
候
」

と
あ
る
。

31

注
22
『
日
本
儒
林
叢
書
』
三
巻
の
九
六
〜
九
七
頁
。

32

注
2
早
川
『
蒙
求
』
上
、
五
四
頁
。

33

董

が
、
弟
子
入
り
希
望
者
に
、「
冬
、
夜
、
雨
天
の
三
余
暇
を
利
用
し
て
読
書

す
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
故
事
。
徐
注
に
「
更
爲
作
朱
墨
別
異
。」
と
あ
る
。

34

注
32
『
蒙
求
』
上
の
「
蒙
求
年
表
」、
七
八
、
一
〇
九
〇
頁
参
照
。

35

天
保
元
年

36
『
新
暦
明
解
』
天
、（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
、
一
八
三

七
年
）
二
頁
に
、「
先
子
又
天
文
曆
算
ノ
學
ヲ
好
ム
嘗
テ
余
ヲ
シ
テ
大
陽
大
陰
配
合

ミ
チ
ビ

曆
ヲ
造
ラ
シ
メ
コ
レ
ヲ
同
志
ニ
分
チ
以
テ
斯
學
ヲ
誘
ク
ノ
萬
一
ヲ
庶
幾
ス
」と
あ
る
。

37
「
外
圜
内
方
而
長
」、「
内
外
皆
圜
而
長
」、「
長
若
干
寸
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で

は
原
文
の
ま
ま
示
し
、
稿
を
改
め
て
、
度
量
衡
を
含
め
た
考
察
を
述
べ
る
。

38
「
中
略
」
以
降
の
部
分
に
つ
い
て
、『
漢
書
』「
律
暦
志
」
上
に
は
「
幷
終
數
爲
十

九
、
易
窮
則
變
、
故
爲
閏
法
」
と
あ
る
。

39

早
川
光
三
郎
『
蒙
求
』
下
（
明
治
書
院
、
一
九
七
八
年
）「
落
下
歷
數
」
徐
注
の

通
釈
・
語
釈
は
、
佐
々
木
向
陽
の
解
釈
と
同
じ
で
あ
る
。
七
二
二
〜
七
二
三
頁
。

一
四



図
版
1
Ｂ

図
版
1
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図
版
1
Ｃ

一
五



〔
本
稿
一
四
頁
下
段

注
30
の
訂
正
〕

誤：

『
猪
飼
敬
所
先
生
書
柬
集
』
巻
二
の
五
八
頁
に
、「
古
文
眞
寶
蒙
求
左
傳
ヲ
講
シ
候
」
と
あ
る
。

正：

注
釈
な
ど
、
修
正
が
必
要
と
考
え
た
所
を
指
摘
し
た
。

（
き
り
し
ま

か
お
る
こ：

日
本
語
・
日
本
文
学
科

教
授
）

図
版
2
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
、
本
稿
へ
の
掲
載
許
可
を
得
た
も
の
で
あ
る
。）

図
版
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一
六


